
 

 社会福祉法人として地域の困りごとに目を向けて、制度の狭間の課題に取り組むべく試行錯誤が続いて

います。令和元年の７月には地域の仲間とつながり情報交換したいという想いが一致して、高崎市内で

「こども食堂ネットワーク高崎」が発足しました。                          

 また、学童クラブは専門職と連携して、「インクルーシブ教育」を目指したいと思います。幼少期から

お互いを認め合う生活環境をつくることが、共生社会の実現へとつながることでしょう。その為にも 

作業療法士によるコンサルテーションに取り組むことから始めています。 
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地域貢献事業代表 丸茂ひろみ 

高崎市新町３３３ 

０２７４－４２－０１１１ 令和元年１２月 

 

 

№５ 

「こども食堂ネットワーク高崎」 

 

 

上毛新聞（Ｒ1.7.13） 

第１回 コンサル（Ｒ1.10.9） 

学童保育×作業療法士 その１ 

 

 

岡山県発学童保育×作業療法士連携事業 

 

 

【保育所等訪問支援】Ｈ24.4創設 

「児童福祉法第６条の２の２第５

項に基づくサービスで、子どもに

とって最善の利益を考えます。」 

 

【国連の機関であるユネスコ】 

インクルーシブ教育を「主流から

外されやすい、排除されやすい 

子どもたちを含む全ての子どもた

ちの多様なニーズに対応すること

で、全ての子どもたちの学びが最

大に引き出される教育」と定義し

ています。 

 

【多様な仲間たち】 

・カフェ ・お弁当販売店 

・ＮＰＯ ・株式会社 

・社会福祉法人 ・農園 ・大学など 

 

新町かぜいろこども園の看護師と支援

員で作業療法士の視点を学びました。 

 


